
地域の音と振動 

 

 

 

 



１．新聞記事から

（１）九州新幹線の建設 

（２）熊本空港夜間便就航問題 

乱気流

日経新聞の真実

 

 



２．地域の音環境

２．１ 音環境問題の次元

音環境の特徴 

 

 

２．２ 音環境の管理  

地域の音環境の管理： 



２．３ 望ましい音環境  

 

 

２．４ 望ましい音環境実現のための計画



２．５ 公共空間の音環境

２．６ サウンドスケープ  



３．地域の騒音  

３．１ 騒音源 



３．２ 音源の形状 

３．３ 音源の時特性 

３．４ 騒音規制法（昭和 43 年法律第 98 号）の概要

３．７



３．５ 騒音に係る環境基準について（平成 10 年環境庁告示第 64 号）



Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域

及びＣ地域のうち車線を有する道路に面する地域 

３.６ ３．７

３．６ 航空機騒音に係る環境基準について（昭和 48 年 12 月 27 日 環境庁告示第 154 号）
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３．７ 新幹線鉄道騒音に係る環境基準について（昭和 50 年７月 29 日 環境庁告示第 46 号）



 

 

４．地域の振動

４．１ 振動汚染の発生 



４．２ 距難減衰と伝搬径路での遮断 

４．３ 振動汚染の特性 

４．４ 振動規制法の概要（昭和 51 年法律第 64 号）



 

４．５ 振動対策 

 

 

 

５．騒音・振動による被害

 

 



５．１ 国道 43 号線事件・最高裁第２小法廷判決（平成７年７月７日）

５．２ 大阪国際空港事件・最高裁大法廷判決（昭和 56 年 12 月 16 日） 

1

2 4

1 2

3 4

3 4

５．３ 名古屋新幹線事件・名古屋高裁判決（昭和 60 年４月 12 日） 



５．４ 近隣妨害に関連する訴訟 

 

 

 

６．参考文献（順に，書名，編著者名，発行所，発行年月，価格，ISBN 番号，熊本県立大学学術情報メデ

ィアセンター図書館所蔵情報（〔〕内）。☆は，特に関係が深いと考えられる文献。）（*印は辻

原所蔵せず） 

配付資料での引用文献 

［１］『大都市近郊居住の環境設計』（日本建築学会編，日本建築学会，2000 年８月，￥2,500＋税，ISBN：

4-8189-2657-4）〔和書（２Ｆ），518.83||N 77，0000275387〕 

［２］『音響テクノロジーシリーズ 12 音環境デザイン』☆（桑野園子編著，コロナ社，2007 年８月，

￥3,600＋税，ISBN：978-4-339-01112-8）〔書庫（４Ｆ），760.13||Ku 97，0000332665〕 

［３］『地域の音環境計画』☆（日本騒音制御工学会編，技報堂出版，1997 年４月，￥8,000＋税，ISBN：

4-7655-2426-4）〔和書（２Ｆ），519.6||N 77，0000216849，0000251187〕 

［４］『音の環境心理学』（難波精一郎，NEC メディアプロダクツ，2001 年３月，￥1,714＋税，ISBN：4-

87269-159-8）〔所蔵なし〕 

［５］『騒音規制の手引き 騒音規制法逐条解説／関連法令・資料集』（日本騒音制御工学会編，騒音法令

研究会著，技報堂出版，2002 年 10 月，￥5,000＋税，ISBN：4-7655-3182-1）〔和書（２Ｆ），519.6||N 

77，0000266739〕 

［６］『環境振動』（中野有朋，技術書院，1996 年４月，￥2,600＋税，ISBN：4-7654-8007-0）〔和書（２

Ｆ），519.6||N 39，0000250021〕 

［７］『地域の環境振動』☆*（日本騒音制御工学会編，技報堂出版，2001 年３月，￥7,600＋税，ISBN：

4-7655-2450-7）〔和書（２Ｆ），519.6||N 77，0000268605〕 

［８］『建築環境工学用教材 環境編 第３版』（日本建築学会編，日本建築学会，1995 年２月，￥1,845



＋税，ISBN：4-8189-0442-2）〔和書（２Ｆ），525.1||N 77，0000236338〕 

→第 4 版もあり（2011 年３月，￥1,900＋税，ISBN：978-4-8189-2223-5）〔和書（２Ｆ），525.1||N 

77，0000346944〕 

［９］『大系 環境・公害判例 第３巻 騒音・振動』*（判例大系刊行委員会編，旬報社，2001 年３月，

価格不明，ISBN：不明）〔和書（２Ｆ），519.12||Ta 22||3，0000245142〕，〔参考（２Ｆ），519.12||Ta 

22||3，0000251954〕 

［10］『有斐閣選書 121 市民相談室シリーズ 日照・眺望・騒音の法律紛争［第２版］』（好美清光・大倉

忠夫・朝野哲朗，有斐閣，1999 年６月，￥2,200＋税，ISBN：4-641-28011-8）〔和書（２Ｆ），519.12||Y 

91，0000223348〕 

［11］『ベスト新書 116 近所がうるさい！ 騒音トラブルの恐怖』☆（橋本典久，KK ベストセラーズ，2006

年７月，￥780＋税，ISBN：4-584-12116-8）〔文庫本（３Ｆ），080||B 39||116，0000308707〕 

［12］『建築と音のトラブル』（☆田中正典・中川清・縄岡好人・平松友孝，学芸出版社，1998 年 10 月，

￥2,300＋税，ISBN：4-7615-2197-X）〔和書（２Ｆ），524.96||Ta 89，0000248344〕 

［13］『苦情社会の騒音トラブル学 解決のための処方箋，騒音対策から煩音対応まで』☆（橋本典久，新

曜社，2012 年５月，￥3,800＋税，ISBN：978-7885-1292-4）〔和書（２Ｆ），519.6||H 38，0000373350〕 

［14］『建築の騒音防止設計』（日本建築学会編，彰国社，1991 年８月，￥3,000＋税，ISBN：4-395-00322-

2）〔和書（２Ｆ），524.96||N 77，0000236028〕 

［15］『騒音・振動対策ハンドブック』*（日本音響材料協会編，技報堂出版，1982 年１月，￥18,000＋税，

ISBN：4-7655-2353-5）〔参考（２Ｆ），519.6||So 48，0000249682〕 

音と都市環境 

［16］『都市の風水土 都市環境学入門』（福岡義隆編著，朝倉書店，1995 年４月，￥3,500＋税，ISBN：4-

254-16332-0）〔シラバス環境（３Ｆ），519||F 82，0000220148〕〔和書（２Ｆ），519||F 82，0000221369，

0000221370〕〔書庫（４Ｆ），519||F 82，0000250096〕 

［17］『都市の音環境-診断・予知・保全-』☆（久野和宏・野呂雄一編著，技報堂出版，2011 年 12 月，￥2,900

＋税，ISBN：978-4-7655-3451-2）〔和書（２Ｆ），519.6||Ku 48，0000348510〕 

サウンドスケープ 

［18］『NHK BOOKS 853 音の風景とは何か サウンドスケープの社会誌』☆（山岸美穂・山岸健，日本放

送出版協会，1999年６月，￥920＋税，ISBN：4-14-001853-4）〔和書（３Ｆ），760.13||Y 23，0000308139〕 

［19］『平凡社ライブラリー575 世界の調律 サウンドスケープとはなにか』☆（R.マリー・シェーファ

ー，鳥越けい子・小川博司・庄野泰子・田中直子・若尾裕訳，平凡社，2006年５月，￥1,900＋税，

ISBN：4-582-76575-0）〔文庫本（３Ｆ），080||H 51-2||575，0000316962〕 

［20］『INAX BOOKLET 耳の建築 都市のささやき』（アルシーヴ社編，INAX，1994 年３月，￥1,854＋税，

ISBN：4-87275-546-4）〔和書（２Ｆ），520.4||I 54，0000318913〕 

［21］『世界の不思議な音 奇妙な音の謎を科学で解き明かす』（トレヴァー・コックス著，田沢恭子訳，白

揚社，2016 年 6 月，￥2,600＋税，ISBN：978-4-8269-0189-5）〔和書（２Ｆ），424||C 89，0000371500〕 

音と人間の関係 

［22］『新コロナシリーズ 44 音の生態学−音と人間のかかわり』（岩宮眞一郎，コロナ社，2000 年６月，

￥1,200＋税，ISBN：4-339-07694-5）〔和書（２Ｆ），424||I 94，0000301705〕〔書庫（４Ｆ），424||I 

94，0000322115〕 

［23］『騒音の歴史』☆（マイク・ゴールドスミス著，泉流星・府川由美恵訳，東京書籍，2015 年４月，

￥2,500＋税，ISBN：978-4-487-80811-3）〔和書（２Ｆ），519.6||G 61，0000367286〕 



［24］『「音」と身体のふしぎな関係』☆（セス・S・ホロウィッツ著，安倍恵子訳，柏書房，2015 年５月，

￥2,500＋税，ISBN：978-4-7601-4555-3）〔和書（２Ｆ），491.375||H 89，0000366958〕 

［25］『Dr. Noise の『読む』音の本 バリアフリーと音』（日本騒音制御工学会編，技報堂出版，2015 年

１月，￥2,300＋税，ISBN：978-4-7655-3464-2）〔和書（２Ｆ），369.27||N 77，0000375683〕 

騒音 

［26］『騒音用語事典』（日本騒音制御工学会編，技報堂出版，2000 年４月，￥4,500＋税，ISBN：978-4-7655-

3443-7）☆〔和書（２Ｆ），519.6||N 77，0000383253〕 

［27］『Dr. Noise の『読む』音の本 環境騒音のはなし』（日本騒音制御工学会編，技報堂出版，2018 年

９月，￥2,300＋税，ISBN：978-4-7655-3465-9）〔和書（２Ｆ），519.6||Su 19，0000383255〕 

［28］『Dr. Noise の『読む』音の本 くるまの音』（日本騒音制御工学会編，技報堂出版，2018 年９月，

￥2,300＋税，ISBN：978-4-7655-3472-7）〔和書（２Ｆ），537.1||Ta 71，0000383254〕 

［29］『音響テクノロジーシリーズ８ 環境騒音・建築音響の測定』☆（日本音響学会編，橘秀樹・矢野博

夫著，コロナ社，2004 年３月，￥3,000＋税，ISBN：4-339-01108-8）〔和書（２Ｆ），501.22||Ta 13，

0000291590〕 

［30］『-音を診る-騒音の計測と評価 dB と LAeq』（久野和宏・野呂雄一編著，技報堂出版，2006 年８月，

￥2,400＋税，ISBN：978-4-765-3413-0）〔和書（２Ｆ），519.6||Ku 48，0000350316〕 

音の基礎 

［31］『建築・環境音響学（第３版）』（前川純一・森本正之・阪上公博，共立出版，2011 年９月，￥3,700

＋税，ISBN：978-4-320-07707-2）〔和書（２Ｆ），524.96||Ma 27，0000345470〕 

→「第２版」もあり（2000 年９月，￥3,500＋税，ISBN：4-320-07655-9）〔和書（２Ｆ），524.96||Ma 

27，0000248125〕 

［32］『「音響学」を学ぶ前に読む本』（坂本真一・蘆原郁，コロナ社，2016 年８月，￥2,600＋税，ISBN：

978-4-339-00891-3）〔和書（２Ｆ），424||Sa 32，0000374327〕 

［33］『音・振動との出会い 音響学 ABC』（久野和宏・野呂雄一・井研治・堀康郎・成瀬治興・吉久光一・

大石弥幸・岡田恭明・佐野泰之，技報堂出版，2009 年２月，￥2,800＋税，ISBN：978-4-7655-3436-

9）〔和書（２Ｆ），501.24||Ku 48，0000332666〕 

［34］『今日からモノ知りシリーズ トコトンやさしい音の本』（戸井武司，日刊工業新聞社，2004 年９月，

￥1,400＋税，ISBN：4-526-05358-9）〔和書（２Ｆ），424||To 26，0000342851〕 

［35］『図解入門 よくわかる 最新音響の基本と仕組み』（岩宮眞一郎，秀和システム，2007 年５月，￥1,500

＋税，ISBN：978-4-7980-1656-6）〔和書（２Ｆ），424||I 94，0000342852〕 

［36］『ブルーバックス B-1150 音のなんでも小事典 脳が音を聴くしくみから超音波顕微鏡まで』（日

本音響学会編，講談社，1999 年 12 月，￥1,100＋税，ISBN：4-06-257150-1）〔和書（２Ｆ），424||N 

71，0000363175〕 

［37］『音響技術史〜音の記録の歴史〜』（森芳久・君塚雅憲・亀川徹，東京芸術大学出版会，2011 年３月，

￥1,800＋税，ISBN：978-4-904049-25-9）〔和書（２Ｆ），547.33||Mo 45，0000363181〕 

 

 

７．参考 URL 

［１］配付資料のダウンロード 

https://www.pu-kumamoto.ac.jp/~m-tsuji/kougi.html/tyosei.html/tyosei.html 

 



配付資料での引用 URL 

［２］北海道教育大学教育学部旭川校の角一典先生のホームページ 

http://www.asa.hokkyodai.ac.jp/research/staff/kado/index-j.html 

https://kensoran.hokkyodai.ac.jp/huehp/KgApp?kyoinId=ymdyggggggs&keyword= 

［３］日本サウンドスケープ協会のホームページ 

http://www.soundscape-j.org 

［４］「環境省」＞「政策分野・行政活動」＞「政策分野一覧」＞「大気環境・自動車対策」＞「騒音・振

動・臭気対策」＞「騒音対策について」 

https://www.env.go.jp/air/noise/noise.html 

［５］「環境省」＞「政策分野・行政活動」＞「政策分野一覧」＞「大気環境・自動車対策」＞「騒音・振

動・臭気対策」＞「振動対策について」 

https://www.env.go.jp/air/sindo/sindo.html 

［６］「総務省」＞「組織案内」＞「外局等」＞「公害等調整委員会」 

https://www.soumu.go.jp/kouchoi/index.html 

［７］同上「公害等調整委員会」のホームページ内の「広報・報告・統計」 

https://www.soumu.go.jp/kouchoi/menu/main7info.html 

［８］「熊本県」＞「防災・くらし・環境」＞「環境・生物」＞「環境保全・対策に関すること（環境保全

課）」＞「大気，化学物質，騒音等（一覧を見る）」＞「騒音・振動・悪臭規制区域等について（規制

区域・規制基準の確認はこちら）」 

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/51/5619.html 

その他 

［９］「環境省」＞「政策分野・行政活動」＞「政策分野一覧」＞「大気環境・自動車対策」＞「かおり風

景・音風景・星空」＞「残したい日本の音風景 100 選」のホームページ 

http://www.env.go.jp/air/life/nihon_no_oto/index.html 

［10］「国立環境研究所」＞「環境展望台」＞「環境 GIS」＞「環境の状況」＞「生活環境情報サイト」（「環

境 GIS」には，ほかにも騒音関係の情報など様々な情報あり。是非，一度確認しておこう。） 

http://envgis.nies.go.jp/life/ 

［11］「国立環境研究所」＞「環境展望台」＞「環境 GIS」＞「環境の状況」＞「自動車騒音の常時監視結

果」のホームページ 

https://tenbou.nies.go.jp/gis/monitor/?map_mode=monitoring_map&field=8 

［12］日本騒音制御工学会のホームページ 

https://www.ince-j.or.jp 

［13］日本音響学会のホームページ 

https://acoustics.jp 

［14］騒音問題総合研究所のホームページ 

http://www.nh-noiselabo.com 



レポート課題（予告） 

 

→１項目の課題につき，最低でも１冊の参考文献を（インターネットのホームページではなく）

読んでください。 

→→１項目の課題に対して複数の素材（何らかの証拠となるもの，例えば図表，データなど）を

探し，論を組み立ててください。


